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「水防活動の見える化」について 

昨年度に今後の水防活動の活性化への取り組みとして、「水防活動の見える化」の徹底について、周知し

たところです。 

今年度も水防活動について、国民の水害への理解と協力得るために、「水防活動の見える化」が徹底され

るよう、下記について対応いただくとともに、管内関係事務所及び都道府県へ周知願います。 

また、水防管理団体には、都道府県を通じて周知いただくよう、依頼方よろしくお願いします。 

記 

１．水防管理者は、水防活動を実施した場合には、速やかに水防本部長（都道府県）に報告して下さい。  
２．水防本部長（都道府県）は、水防管理者から水防活動を実施した報告がされた場合には、速やかに地

方整備局等に報告して下さい。

３．地方整備局等は、水防本部長（都道府県）より地方整備局等（管内関係事務所を含む）に水防活動の

報告がなされた場合には、本局（地整水センター等）でとりまとめの上、速やかに当室下記担当まで提

出して下さい。

４．水防報告は、水防計画に基づき、実施するとともに、報告にあたっては、「水防計画作成の手引き」

資料 14-2 を使用するなど、ＰＲしやすい体裁のものとして下さい。

 （関連資料として、「水防活動報告」、「水防活動の概要（様式）」を添付します。）

５．水防報告の体制については予め確認し、別添様式（「H29_水防活動報告の連絡体制（新様式）」）に記

入の上、６月１６日（金）１７時までに下記担当まで提出して下さい。なお、連絡体制は毎年更新を行

います。

 （参考までに昨年度に作成していただきました連絡体制を添付します。）

６．水防活動が実施された場合や報告を受けた場合には、ホームページへの掲載や広報誌掲載等による広

報活動を実施して下さい。

担当：水防企画室 水防係 小泉、川上 
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平成２８年台風１０号における水防活動
（岩手県久慈市消防団・平成２８年８月３０日～３１日）

活動時間 出動延人数 主な活動内容

８/３０～８/３１
約30時間

約500名
（精査中）

・水門閉鎖（49門）
・排水作業（２箇所）
・土のう積（箇所多数）
・避難誘導（市内全域）
・警戒広報（市内全域）
・救助搬送補助（山根
地区）

久慈市消防団は、平成２８年８月３０日、台風１０号の影響に伴う集中豪雨に際し、延べ２０分団約500名が出動。市内では、降り始めから
の雨量が278.5㎜（気象台：下戸鎖）を観測する豪雨により河川が増水。各地で越水により床上浸水等の被害を受ける危険な状況の中、河
川水門閉鎖、排水作業、土のう積みや住民の避難誘導を行い人的被害の軽減のため活動した。

○概 要

久慈川右岸
内水排水作業

久慈川右岸
内水排水作業

●：水門箇所
●：排水作業箇所

初期報告
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新開橋付近では、堤防が低い場所に
水防活動（大型土のう積み）を行い、洪
水に対し必要な高さ（断面）を確保しまし
た。

久慈市建設部土木課と委託契約して
いる建設業者（小山組）が実施。

久慈川支川長内川（久慈市）
新開橋付近の状況（8/31 5：30）

新開橋

追加報告
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平成２８年台風第１０号における岩手県久慈市の水防活動

活動時間 出動延人数 主な活動内容

８/３０～８/３１
約３０時間

約1,300名

・水門閉鎖（４９門）
・排水作業（２箇所）
・土のう積（箇所多数）
・避難誘導（市内全域）
・警戒広報（市内全域）
・救助搬送補助（山根地区）

○概 要
久慈市消防団は、平成２８年８月３０日、台風第１０号の影響に伴う集中豪雨に際し、団本部及び全分団(20分団)約１，３００名が出動。
市内では、降り始めからの雨量が２７８．５mm（気象台：下戸鎖）を観測する豪雨により河川が増水。
各地で越水により床上浸水等の被害を受ける危険な状況の中、河川水門閉鎖、排水作業、土のう積みや住民の避難誘導を行い人的被
害の軽減のため活動した。

久慈川右岸内水排水作業 久慈川右岸内水排水作業

【排水作業状況等】
●：水門箇所
●：排水作業箇所

大型土のう設置 新開橋

久慈川支川長内川の水防活動

新開橋付近では、堤防が低い場所に、地元の建設業者による大型土のう積みを行い、
洪水に対し必要な高さ（断面）を確保。

我々、久慈市消防団は今回の
台風10号の豪雨災害において、
人命第一で活動し、水門閉鎖、
土嚢積み、排水作業、避難誘導
など、市民の安全確保のため全
力で昼夜問わず奔走しました。
今後においても、市民の生命

と財産を守り、安心・安全な暮
らしを確保するため、全力で活
動をしていきます。

久慈市消防団長
廣 崎 康 一

大型土のう設置活動状況

最終形
ホームページ等広報用
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鹿島台支団、北上川下流河川事務所

平成２７年９月関東・東北豪雨における宮城県大崎市の水防活動

○ 概 要
平成27年9月関東・東北豪雨に際して、宮城県大崎市消防団は、9月11日～12日の2日間にわたり、延べ909名が水防活動を実施。
大崎市の南東部地域一帯を担当する鹿島台支団では、9月11日午前7時半頃から団員約180名が地域内の巡視を開始。午前9時前には
吉川左岸（川頭地区）における越水防止のため、団員約10名により積み土のう工（土のう約250袋）を実施。
午前10時半頃、吉田川左岸（上志田地区）において漏水が発見されたため、支団長は、直ちに北上川下流河川事務所へ大型土のう対応
の応援要請するとともに、地域内の巡視を行っていた約180名の団員のうち、約150名を漏水現場へ、残りの約30名を鳴瀬川の巡視へ向か
わせた。
漏水現場に向かった団員約150名は、吉田川左岸7箇所において月の輪工（土のう約2,000袋）を実施。大型土のう対応の要請を受けた北
上川下流河川事務所による漏水対応と合わせ、堤防の決壊を未然に防いだ。

○ 活動のポイント

・指揮者である支団長、副支団長が昭和61年台風10号による豪雨災害を経験していたこと

・2年前の水防演習において月の輪工の訓練を実施していたこと

・支団長がいち早く堤防の異常等について情報を入手できる場所（市災害対策本部）に詰め、人員配置等、現場に的確な指示をしたこと

・河川管理者と情報共有ができており、小規模な漏水箇所は消防団が対応、大規模な漏水箇所は河川管理者が対応という役割分担が

できていたこと

吉田川左岸の決壊を防ぎ、被害を最小限に抑えた
鹿島台支団に対し、大崎市長から感謝状が贈呈さ
れました。

市長から感謝状贈呈

大崎市消防団による月の輪工 北上川下流河川事務所による
大型土のうを使用した月の輪工

（参考）他事例：最終形
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